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特集 リーダーミーティング「人材育成プログラム見本市」 

■ 全体概要
原愛子 （ 法人山村塾））

では、現場リーダーに求められるスキル

について、環境保全活動の現場の声を反映させ、

仲間をまとめる、作業を進める、安全を管理する、

課題を解決するという４つのキーワードを中心

に人材育成プログラムを開発してきました。今回

はその一部を、 ・ボランティア関係者の皆さ

んはもちろん、企業や教育の現場で人材育成に関

わる皆さんとも共有し、その活用法を考える場に

したいと企画しました。

第１部は、「 人材育成プログラム見本市」

と称して、１コマ 分～ 分の講座を３回、各

コマ ・ ２つの会場に分かれ、昼食休憩を挟み

ながら計６つの分科会を開催しました。 の

４人のトレーナー（大木本、小森、たいら、朝廣）

が各会を担当しました。第２部は全体会として、

各分科会の話題や現場リーダーをテーマに全員

でディスカッションを行いました。

メイン会場では、 法人循環生活研究所の皆

さんがお茶コー

ナーを担当。色

鮮やかな野菜の

ピクルスや奈良

漬などバラエテ

ィ豊かなおやつ

を囲んで、みな

さんの会話も弾

んでいました。詳細の雰囲気は、本誌面でご参照

ください。

【開催概要】

主催： 後援：九州電力（株）

日時： 年 月 日（木・祝） ～

場所：福岡市中央区電気ビル本館地下 階会議室

参加者：環境保全ボランティアや人材育成に関わ

る方 名
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■ 講座紹介
原愛子 （ 法人山村塾）、平希井（ 法人循環生活研究所）

◇ツールトーク（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 

【概要】講師：小森・朝廣、時間： ～

【内容】

参加者は、 循環生活研究所、森づくり団体

（水源林ボランティア、唐津松原）のメンバーな

ど。最初に、プログラムである「ツールトーク」

の紹介を行いました。大切なのは「安全に楽しい

活動を行うこと」。これが担保されないと、継続

して参加できない。次も参加しよう！と思われま

せん。安全で良い作業を遂行するために、現場に

おける道具にまつわるプレゼンテーション技術

を学びます。

参加者は、５種類の道具（スコップ、トウグワ、

剪定はさみ、小刀、のこぎり）の中から１つ、自

分の担当する道具を選びます。説明するのは次の

５つのポイント、「名前」、「使い方」、「安全」、

「運び方」、「しまい方」です。講師からの説明

と模範演技の後、１分間、各自でシュミレーショ

ンし、実演いただきました。

参加者の感想は、

 すぐに使えるトレーニングでした。発表す

る際のポイントを自分でもチェックすれ

ばよかったです。

 実際のシチュエーションを想定して解説

されている方がいました。とても内容が分

かりやすく、楽しめました。

 道具の説明を通じ、様々なことが分かりま

した。説明の工夫次第で伝わり方が変わり、

安全な活動につながると思いました



講師より

ツールトークのトレーニングはプレゼンテー

ションの技術です。発表の練習をして、チェック

表で経験者に評価してもらい、ボランティアの現

場で経験をつむことが大切です。道具も身体も傷

めない活動のために、この訓練は大切です。

◇チームゲーム 

（雰囲気づくりとチームビルディング） 

【概要】講師：大木本・平、時間： ～

【内容】

アイスブレイクとチームビルディングについて、

実践でどのような場面で用いるか、そのコツなど

を紹介しました。下記は実施プログラムです。

① ピザ作り（ ～ 分）

② 自己紹介（ 分）

③ 物まねゲーム（ 分）

④ 誕生日順（ 分）

⑤ 質問ゲーム（ 分）

講師からは、最適なアイスブレイクを選ぶときに

考える条件要素として、目的、対象者（どのよう

な集団なのか）、スペース、時間、安全面、人数

などへの配慮が説明されました。

参加者の感想は、

 皆さん、ちゃんと自分をアピールされてい

た。自己紹介も難しかった。表現力のなさ

を反省。

 人への質問は難しい。もっと人に関心を持

とうと思いました。

 最初は年甲斐もなく・・と思いましたが、

面白く、楽しかった。

◇現場リーダーのスキルとは  

～スキル総括表をもとに 

【概要】講師：朝廣・たいら、時間： ～

【内容】

参加者は 名。まずは全員で大きな円を囲ん

でのアイスブレイクからスタート。連想ゲームを

使った自己紹介で、リーダーとして難しくも重要

な「メンバーの名前を覚える」ことを、ゲームを

使って楽しく行う方法を紹介しました。次に参加

者のリーダーシップが必要となるゲーム（ヘリウ

ムチューブ）を行い、グループ内でどのような行

動や役割分担があったかを振り返りました。２つ

のゲームを終えたところで、リーダーシップに関

するモデルを紹介。リーダーが配慮すべき「３つ

の要求（個人・作業・チームの要求）」について

説明。その後 人ずつに分かれてのバストークで

は、お互いの「リーダー体験」について自由な雰

囲気でディスカッションを行い、リーダーの難し

さや失敗談などの意見が交わされました。最後に、



 

 

環境保全活動の 日の基本的な流れのなかで求

められるリーダーの役割と、「スキル総括表」に

ついて紹介を行いました。

【参加者の感想】

 里山田園保全活動リーダーに限らず伝える

内容でした。まとめられていて、わかりや

すいと思いました。

 リーダーにとって必要なスキルがわかった。

そのスキルを得るための手段も聞いてみた

い。たとえば、平等に話せるスキル。

 民主的なリーダーでも、さまざまなキャラ

クターのリーダーがいる。 のスキルを

どう身につけるか知りたいです。

 ロジカルに考えることを後回しにしていた

ので、改めて大切だと感じました。チーム

リーダーの役割とリーダーシップ、そして

フォロワーシップの価値観が変わりました。

 シチュエーションによって求められるリー

ダー像（モデル）はかなり変わってくるだ

ろうなあ。 

◇リスクアセスメント実習 

【概要】講師：小森・大木本、時間： ： ～

：

【内容】

子供達との作業を想定し、下記の流れでリスク

アセスメントを行いました。

①自己紹介 ここ最近で遭遇した危険な思い出

を ～ 名で共有

②リスクアセスメントの全体像について説明

③リスクアセスメントの方法と実習

方法の説明を聞き、 名ずつのグループである

事例をもとに考えられる危険・頻度・危険度を出

すワークを行った。ひとりで考えるよりもいろん

な人（経験値の違い）と考えることで、安全に関

する理解、知識が深まります。最後はディスカッ

ションを行い終了しました。

【参加者の感想】

 次回から取り組みたいと思います。

 日頃の活動の中で、リスクを考えた上で行

動することで未然に防げることが多々ある

ことに気づきました。

【講師より】

リスクアセスはプログラム作りと同時に行い

ましょう。毎年恒例の行事であれば、前年のリス

クアセスメントを修正し使用できます。本プログ

ラムは安全で楽しい活動の要の要素です。

◇循環の仕組みをつくる 

（暮らしの中の循環をデザイン） 

【概要】講師：たいら・朝廣、時間： ～

【内容】

まず始めに、パワーポイントで「循環の暮らし」

の紹介。 法人循環生活研究所の理念やこれ

までの活動を紹介しながら、参加者と一緒に、循

環のある暮らしとない暮らしの違いなどを考え

ました。

次に、「コンポストのある暮らしを考える」ワ

ークショップを、 人ずつの チームに分かれて

行いました。テーブルに広げた模造紙の上で、（地

域を構成する要素の）カードを並べながら、どう

すれば地域のなかで「コンポストのある暮らし」

ができるのか、地域で循環を回すための人・モノ

の流れを考えます。人をどのように巻き込むか？

楽しい仕掛けを考えてみようと呼びかけました。

その後、それぞれのチームのワーク結果をシェ

アしました。

チームは、個人宅からでた生ごみを堆肥にし、

行政で借りた畑で使い、そこでできた野菜を買っ

てもらうという流れをつくりましたが、参加者か

らは「お金がからむと流れを考えるのが難しくな

った」という意見がありました。

チームは、家庭～畑～社員食堂のあいだで生

ごみ・堆肥と野菜を循環させる流れを考えました。

このプログラムの位置づけとは、社会の中でそ

れぞれ（の構成員が）どういう役割を果たしてい

くか？を考えることにあります。

【参加者の感想】

 生ごみの堆肥化、まずは個人から。

 ワークの目的や前提がもやっとしたまま

でした。ビジネスモデルなのか、現状モデ

ルなのかなど。

 経済活動とボランティアの関係性とその

違いをきちんと学ぶ大切さに気づいた！

 循環のモノの流れは考えやすいが、お金の

流れがイメージしにくいと思いました。

 つながり、循環を作るのは難しいけども、

うまくまわる輪を作らねば。

 最初からいろいろ聞くのではなく、自分で

考えてみるととても難しい。いかに普段、

他人事で考えているか認識した。コミュニ

ティのつながりも思いつかなかった。



 

 

◇課題解決ワーク 

（いざというといリーダーはどう判断する？） 

【概要】講師：小森・大木本、時間： ～

【内容】

様々な場面においてリーダーは、決断をしなけ

ればなりません。何かあれば、後から修正や謝罪

を行っても良いです。一番困るのは、緊急時にリ

ーダーの判断が曖昧だったり、遅かったりするこ

とです。下記の流れでリーダーの課題解決ワーク

を疑似体験しました。

①自己紹介（ 分）

②課題解決ワーク（ 分） グループ ～ 人

自分の持ち時間で自分に渡された課題をチー

ムに説明。チーム内でその課題に関してディ

スカッションし、最後にリーダーとして決断

を紙に書いていきます。

【参加者の感想】

 判断力は短時間で難しい・・・

 若い人のリーダーと年上のサブリーダー

の関係が難しい…

 リーダーのイメージがあまりり良くない

 相談相手いのいないリーダーはつらいだけ。

 意見を共有することで新たな気づきを得た。

 リーダーの権限を強くすることでメンバ

ーの依存も高くなる。リーダーを育てなが

ら権限範囲を明らかにするのが重要。

■米国シアトルの での経験を通じて
大木本 舞 （ 法人トチギ環境未来基地 事務局長）

環境保全活動のリーダーを育成している 団

体がアメリカのシアトルにあります。

｛誰もがリーダーになることができる。リーダー

はチームの目的に誠実に向き合い、対話を重ねる

こと。他人の良さを引き出し、仲間のリーダーシ

ップを発揮できる場をつくること。感謝と共に意

欲を高めること。そして経験を通して成長してい

くこと。真のリーダーはほかのメンバーにとって

のお手本となるような姿勢を示す。｝

初めてのセッションで団体がもつリーダーシ

ップの思想、この言葉を聞きました。様々な学習

の場やイベントの際、常にこのフレーズが使われ

ており、理想のリーダー像を描くのに自然と役立

ったことを今でも覚えています。

（アースコア）では、アメリカから

だけでなく世界中の若者が、環境保全活動を通し

てリーダーシップと環境保全活動を学ぶプログ

ラムを運営しています。プログラムの源流は、世

界恐慌時のニューディール政策のひとつで、失業

対策として若者が国立公園などを整備するため

に取り組んだ事業です。時代と共に形を変えなが

ら現在まで続き、毎年 人以上の若者がアメ

リカの自然環境を整備するために働いています。

この活動は、ナショナルサービスと位置付けられ

ています。 には、１～ 月までアメリ

カ人が 名程度、 ～ 月には海外からの 名が

加わりチームが編成されます。行政からなどの委

託を受けて、鮭の生息環境の保全、外来種の除去、

そして、緑地の整備を行っています。参加する若

者には生活費が支給されます。

私はトチギ環境未来基地の団体の設立から関

わり３年間事務局で働いた後、 年６月から

年間 での研修を経験しました。トチギ

環境未来基地は、 の

プログラムの仕組みを日本につくるために

設立したからです。本場のプログラムを学び、ど

 
ボランティアイベントで土を運んでいる様子



 

う日本で展開していけるかを探ることが目的で

した。具体的には、６月～ 月までは、 （コ

ア）メンバーとして、アメリカ、ボリビア、日本

の７人のチームで、毎日現場に行き、整備活動を

行いました。そして１～ 月はインターンとして

プログラムコーディネート、寄付、広報の各スタ

ッフの業務を補助し、団体のマネジメントと若者

の育成トレーニング方法を実践的に学びました。

この経験を通じて、①自分自身がグローバルな

視点をもったリーダーとして、チームをまとめる

技術を得たことと、②ミクロとマクロでみたとき

の効果的な環境保全活動を行う必要性の２点を

学びました。まず、 が大切にしている

のは、「 （実践的な学び）」で

す。 週間のオリエンテーションでは「だれもが

リーダーシップを発揮したリーダーとして作業

に取り組む。」ことを前提としていて、毎日の現

場で活かせるヒントがありました。団体の基本的

な情報や使命をしっかりと学ぶ場があったから

こそ、作業中に住民から尋ねられたときにも、

の代表の一人として、対応することが

できました。また、チーム内では、毎週、道具管

理、振り返りのシェア、お楽しみなどを進行する

役割があり、チームの様子をみながら貢献できる

のもおもしろい仕組みでした。金曜日の

というスタッフ、メンバー全員が集まるミ

ーティングでは、１週間の出来事を共有していき

ます。 では、感謝の言葉を伝え、

一人ひとりの心遣いや役割を称える時間として

活用されていました。リーダーシップのスキルを

評価するときに有効なのは、項目ごとに数字で判

断するチェックシートです。結果も数値でまとめ

られるため、客観的に本人も認識できます。ただ、

一人ひとりのリーダーシップを多面的に評価し、

向上を促すには、数値だけでは測りきれない成長

の過程や他者評価も欠かせません。これらをカバ

ーするために、リーダーとの面談や全体のミーテ

ィング時に変化や成果のストーリーを認める場

がありました。

次に でだからこそ、グローバルな視

点をもつことの重要性と可能性を感じました。環

境保全活動を行うことは、目の前の目標、たとえ

ば外来種を除去することと、大きな目標、本来の

生態系を戻し、鮭を守ることで漁業などの産業の

発展にもつながることがあります。多国からの参

加者と一緒にアメリカという異国にいることで、

多様な価値観と視野を得ました。隔週ある学習の

時間では、「持続可能なエネルギーを生み出せる

建築」という先駆的事例の見学。他にも、「異文

化理解やジェンダー」に関するワークショップも

行われました。シアトルの風土は、ボランティア

理解が進み、参加者を巻き込み、海外とのネット

ワークも広がりやすい。そのような強みがあるよ

うに思われました。

トチギ環境未来基地も、アジアからの長期ボラ

ンティアや、企業のグループボランティアなど、

様々なボランティアと活動します。グローバル人

材の必要性が高まっている今だからこそ、現場で

のボランティア活動が異文化理解や交流促進に

役立ちます。 のエッセンスを運営に取

り入れながら、日本版 の仕組

み化を進めています。今後、どこかの地域で長期

滞在型のボランティア活動をつくりたいという

団体があれば、応援できる として発展してい

きたいと考えています。今後も、日本の若者が自

然を守る担い手として活躍できる環境を整えて

いきます。

■リーダートレーニング見本市を終えて
志賀 壮史（ 理事／ 法人グリーンシティ福岡）

毎年２月１１日の恒例となったリーダーミー

ティング。 主催となった 年以降は、ロ

ングトレイルや海岸林保全、災害ボランティアな

ど様々なテーマで開催してきましたが、軸足とな

っているのは、ボランティア活動の「現場リーダ

ー」。毎年、異なるフィールドや活動分野を話題

にすることで、新たな参加者や連携相手と出会う

ことができました。

今年度は原点に戻るような気持ちで の中

心的な取組みである「人材育成プログラム」をテ

ーマに据えたのでした。そのねらいには、環境保

全 のノウハウを企業や他分野の 等にも

発信すること、その上で交流・連携先を増やした

り、 の研修の提供先を増やすことがありま

した。

ふたを開けてみると参加者数は関係者を含め

て３８人と、これまでで最も少人数となりました。



 

 

一方でその顔ぶれを見ると、企業や他分野の

など多様なセクターからご参加をいただいてい

ます。前半の研修プログラムが運営しやすさや、

参加者同士で互いに交流しやすかったことを考

えると、今回のような内容・人数規模での開催意

義や可能性を十分に感じることができました。今

後、より多くの企業等の民間セクターを巻き込ん

でいくのが課題です。

全参加者３８人の内訳は一般参加１７人、学生

５人、 関係者・関連団体１７人です。また、

前半の人材育成プログラムの参加者はいずれも

１１〜１８人と適正でした。参加費収入は￥１７

０００ 。あわせてお茶コーナーに設置した寄付

箱には￥７８１９ いただきました。ありがとう

ございました。ご寄付いただいた皆様には「里山

讃歌（重松敏則作詞作曲）」のＣＤを差し上げま

した。ぜひご愛聴ください。

事前準備では広報不足の反省が大きく、チラシ

作成や での告知・シェアは１ヶ月を切

ってからになりました。関係者間の打合せ不足も

あり、当日スタッフの「現場力」で乗り切った印

象があります。その背景をたどると、多忙な理事

のみでネットワーク組織の運営をしていること

や、年度末の開催といった原因が見えてきます。

今後、運営体制の見直しや協力者の募集などを検

討していきたいところです。

前半の見本市で提供した人材育成プログラム

は「ツールトーク」「チームゲーム」「現場リー

ダーのスキルとは」「リスクアセスメント実習」

「循環の仕組みをつくる」「課題解決ワーク」の

６種としました。他にも候補がありましたが、

の研修において定番で実施するものを中心

に、他セクターや他分野の活動にも応用しやすい

ことを考えて選びました。参加者が希望の実習を

選ぶ「アラカルト形式」は申込のバラツキ方を見

てもふさわしかったようです。一方で、スタッフ

のふりかえりでは「一日の研修として流れがあっ

たかどうか？理解が深まっていったか？」「育成

する人材の全体像が伝わったか？」という疑問や、

実施講師からは「毎回、顔ぶれが変わるので関係

づくり等でくたびれた」という課題が挙げられま

した。

実習それぞれの満足度は高く、「もっと知りた

い」「他のスキルについてはどう学ぶ？」といっ

た感想もいただきました。現場リーダーや人材育

成について学びたいというニーズや手応えを感

じることができ、今後、通常の研修形式でリーダ

ーミーティングを実施することも検討するとよ

いかもしれません。

後半の全体ディスカッションでは、一日の感想

のシェアからフリーディスカッション、そして米

国の環境保全団体「 」についての話題

提供を行いました。参加者同士による感想や気付

きのシェア、フリーディスカッションでは「違う

思いを持ったメンバーをどうまとめるか？」など、

各自の現場での課題をもとにした話が出てきま

した。研修やテキストのかたちでお伝えできるノ

ウハウもありますが、現場でしか解決できない悩

みや苦労もまだまだ残されています。研修やテキ

ストでは解決できない悩みや苦労には、きっと現

場リーダーやそれに近い立場にいる人同士で交

流し学び合うことが効果的です。そんな場の一つ

としてリーダーミーティングの必要性を感じる

時間となりました。

人材育成の参考事例としての「 」の

話題提供。日本の環境保全団体と比べて参加者数

や予算規模が桁違いですが、リーダーについての

考え方やその人材育成をどのように仕組みとし

て組織内に落とし込んでいるかは、多くの団体の

参考になったと思います。

終了後、参加者からは「環境保全活動の経験が

無くても内容は理解できた」「参加費 円は

安過ぎ、１〜２万円とっていい研修」との感想が

ありました。全体として、環境保全 のノウハ

ウを企業や他分野の 等にも発信し、交流・連

携先や研修の提供先を増やすこと、という当初の

ねらいにつながる内容となったと言えます。

リーダーミーティング開催後の２月１８日に

行った理事によるふりかえりでは、今回の結果を

踏まえた今後の可能性について話題が出ました。

その中の一つが「研修事業のパッケージ化」です。



 

 

例えば、 と関連 それぞれとのコラボで

研修プログラムのセットをつくり提供していく

ことが考えられます。

現在は、依頼があったら講師を派遣するという

形式で、主に環境保全団体向けに現場リーダーや

リスクマネジメントについての研修を行ってい

ます。 が掲げる「安全で楽しい活動」を広

めるためには真っ当なやり方と言えますが、一般

の認知度はなかなか上がっていません。

現場リーダーについて学べる機会を一般に向

けてオープンにしておくことが多様なセクター

が関心を持ち、参加することにつながるのではな

いか？企業等の社会貢献やチームビルディング

のテーマとしても求められているのではない

か？といったことが話題となりました。

では、今後も環境保全団体同士の交流や

人材育成を支援しつつ、他セクターとの連携を深

めていく活動ができたらと思っています。引き続

き、皆様のご参加・ご協力をどうぞよろしくお願

いいたします。

最後になりましたが、会場のご協力をいただい

た九州電力様、什器やお茶コーナーなどの設営に

ご協力くださった皆様、当日ご寄付をいただいた

皆様、そしてご参加いただいた皆様、ありがとう

ございました。

報告 リーダートレーニング研究会

■循環するまちづくり～ニューヨーク、モルディヴ国の事例を通して～
平 由以子（ 理事／特定非営利活動法人循環生活研究所理事長）

昨年、視察訪問したモルディヴ国、ゼロウエ

イスト宣言したサンフランシスコとニューヨ

ークの現状を研究会において話題提供、対極と

もいえる カ国の循環型の暮らし、「生ごみ」

「循環」をキーワードに日本の可能性について

考えました。

南アジアに位置するモルディヴは約 か

らなる美しい島。 の島に居住、うち の島

がリゾート島です。近年、海面上昇が話題にな

ったことが有名ですが、 泊 万円を超える高

級ホテルと島住民のつつましい暮らしが背中

合わせ「観光ごみ」や住民のライフスタイルの

変化による廃棄物「循環しないごみ」「海洋ご

み」が大きな課題としてあがっています。今回、

としてアジア３ 政府間会合のサイドイベ

ントである 会合を協働開催し、現地の

との情報交流やワークショップ、小中学校

での堆肥づくりのレクチャー、 の島の廃棄物

管理担当者に対するコンポスト学習会に講師

として参加し、その内容を共有しました。

サンフランシスコやニューヨークには大都

市での仕組みや、行政、 の役割、そして住

民へのインセンティヴ等、日本でもすぐに即採

用できそうな項目も多く、研究会の参加者から

も具体的な質疑が多く寄せられた。中でも街中

での生ごみの回収、コミュニティガーデン、屋

上菜園の活用等、人々が生ごみ循環をファッシ

ョン化している活動に関心が集まりました。

サンフランシスコのルール変遷

年 発泡スチロール利用禁止

年 レジ袋有料化 ゼロウェイスト

年 プラスチック製レジ袋使用禁止

年 生ごみ分別収集義務化

 



 

 

諸事情や国の成り立ちなど大きく違うとこ

ろも多い一方で、社会的な基盤、住民理解、協

働の必要性、資源をどう大切に取りあつかうか

が重要項目であることを垣間見ることができ

ました。開発途上国において”生ごみ”はおよ

そ ～ ％、先進国では ～ ％を占めていま

す。これを資源として取り扱い、地域経済に再

投資していくか。また、協力関係で適正な技術

支援をすることで時間を省略できるからこそ、

今後さらに技術移転を伴う人材育成が重要で

あると実感しました。引き続き研究会でも、暮

らしと環境問題を結びつけるしかけ「地域を巻

き込むには」について議論を深めていくことを

考えています。

お知らせ
イベント・ボランティア情報

● リーダートレーニング研究会
では、隔月で環境保全リーダーのための

プログラム研究会を実施しております。リーダー

の方、関心がある方、私たちと一緒に活動したい

方のご参加お待ちしております。

◇４月 日（木）
スキル総括表を用いた研修プログラム
開発
昨年度作成した、スキル総括表を用い、研修プロ

グラムなどの検討ワークショップを行います。

講師： 未定、進行：未定

と き： 時半～ 時半

場所：未定

参加費（会員・学生）無料 （非会員） 円

◇６月 日（木）

安全管理 とヒヤリハットを考える
安全管理は定期的に考えるべきテーマです。今回

はヒヤリハットを中心に考える会とします。

講師： 志賀、進行：小森

と き： 時半～ 時半

場所：未定

参加費（会員・学生）無料 （非会員） 円

●定時総会のご案内
特定非営利活動法人日本環境保全ボランティ

アネットワークの第８回総会を下記の日時、場所

で開催します。会員の皆様にはご参加いただきた

くお願いいたします。

日時：平成28年5月19日(木)17：00〜18：00 
場所：九州大学大橋キャンパス2号館4Fコア室 

（福岡県福岡市南区塩原4-9-1） 

● の仲間を広く募集しています！

あなたの支援が、「いつでも」「どこでも」「だ

れでも」できる環境保全活動をめざした団体のネ

ットワークづくりの力になります。入会申込書を

ご送付いたしますので、事務局までお問い合わせ

ください。

・個人正会員（ ／年）

・個人賛助会員（ ／一口以上）

・団体正会員（ ／年）

・団体賛助会員（ ／一口以上）

理事をはじめ、環境保全活動の専門家のノ

ウハウが詰まった会報が、年に 回お手元に届き

ます！また、メーリングリストでも が開

催・協力するイベント情報等を随時ご案内いた

します。

活動への寄付も受け付けています。環境保全団体

のネットワークづくり、リーダー育成支援のため、

皆さまのご協力をお待ちしています！

［会費・寄付振込口座］

番号：０１７６０－９－１２２４０７

名称：日本環境保全ボランティアネットワーク
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